
 
 今回の進路だよりでは、６月に中学部・高等部で実施した実習等の様子を紹介します。作業学習

や実習等の概要については、前回の進路だよりで紹介しています。併せてご覧ください。 

 

◇現場実習[高等部２･３年生]  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【令和６年度 第１回現場実習先 一覧】 
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６/３(月)～14(金)の期間に、第１回現場実習を実施しました。２年生は１週間、３年生は２週

間、各企業や事業所等の協力を得て、進路決定に向けて取り組みました。 

慣れない環境の中、大きな声で挨拶をしたり自ら進んで取り組もうとしたりする意識が垣間見

えた実習となりました。実際、実習先からの評価において「挨拶・声の大きさ」に関する部分で

好評をいただいた生徒が多数いました。一方で、課題が明確になった生徒に対して、卒業後の就

労やその先の生活を見据え、アドバイスをいただきました。特に３年生においては、「正規の時間

（フルタイム)で実習をすることで就業時間に耐え得る体力が備わっているか」や「２週間の間、

生活リズムを崩さず安定して実習に向かうことができたか」などが評価の観点とされました。 

巡回の際、企業や事業所の担当者の方から「自分の仕事にもっと興味をもって取り組んでほし

い（製造業）」「コミュニケーションを意識するのであれば、質問する回数や話し掛ける回数を決

めてやり切ってみるとよい（製造業）」「利用者の方々に楽しんでもらうには、まず自分が楽しむ

こと、楽しい姿でいること（介護職）」といったアドバイスがあり、厳しくも生徒たちの成長を後

押しするような言葉を掛けていただきました。 

うまくいかなかったことばかりに気を取られ落ち込むのではなく、いただいた評価を真摯に受

け止め、次に生かしてほしいと思います。良かった点は自信にして、改善点はクリアしていける

よう、日々の生活から意識して取り組んでいきましょう。 

  

         

   

 

 

 

進路だより  

 

令和６年７月１９日(金) 

岐阜県立恵那特別支援学校 

 進路支援部  No.２ 

 



◇校内作業実習[高等部１･２年生]  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
◇作業学習集中期間[中学部１･２･３年生] 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
    
◇ロックビレッジバザールを行います。 
 ７／２４(水)終業式の日に、体育館で高等部と中学部の作業製品バザーを行い

ます。10時 30分～11時に販売予定です。ぜひご来場ください｡ 

※小銭を準備していただけると助かります。 

６/３(月)～14(金)の期間に、校内作業実習を実施しました。１年生は初めての校内作業実習

で不安や緊張した様子もありましたが、前半の１週間で、２年生の先輩が働く姿をよく見て、作

業の進め方、報告の仕方などを学び、徐々にペースをつかむことができました。実習は、作業内

容や卒業後の進路を見据え、２班に分かれて行いました。 

Ａグループでは、千代田電子株式会社様からハーネスの仕事、就労継続支援 A 型事業所夢中

KAMADO 様から段ボールの貼り付けや箱洗いの仕事を提供していただいて取り組みました。

企業から提供していただいた大事な製品です。丁寧に扱うことはもちろん、細かい作業を間違え

ずに行うことを心がけ、慣れない立ち仕事に疲れた姿もありましたが、納期を守り集中して取り

組みました。 

Ｂグループでは、明光化成工業株式会社様からアシストグリップの仕事、東京優芳園様から花

の種の仕分けの仕事、就労継続支援 A 型事業所夢中様よりばり取りの仕事を提供していただき

ました。多くの生徒が時間いっぱい作業を目標として掲げ、出来高表にシールを貼り、自分の頑

張りを明確にすることで集中して取り組む時間が増えました。 

どちらのグループも、日を重ねるごとに正確性を高めて作業ができるようになりましたが、自

分から挨拶・報告・相談をするといった所は、課題として残りました。この点は、現場実習でも

特に重要視されるところなので、後期の実習では自分から進んでできるように、普段の学校生活

や家庭生活で取り組んでいきましょう。 
 

【Ａグループの様子】             【Ｂグループの様子】 

 ６/５(水)～７(金)の３日間を作業学習集中期間として、１日中作業学習だけの時間割とし、普

段所属する作業班で取り組みました。１年生は作業学習自体に取り組み始めたのが４月からで長

時間の作業が初めての生徒がほとんどでしたが、取組方を担当教師と相談しながら、徐々に慣れ

ていくことができました。２・３年生も大半の生徒が昨年度までと違う作業班に所属しているた

めまだ慣れないところはありましたが、今までの経験から、長時間の作業に見通しをもって取り

組んだり、仲間に作業を教えたりするなど、頼もしい姿がみられました。長時間の取組というこ

とで、普段とは違う作業にチャレンジすることもでき、得意なことや苦手なことを知る機会にも

なりました。今回気付けた成果や課題を、普段の作業学習の中でも生かしていきましょう。 

 また、１日目には高等部の校内作業実習の見学を行いました。中学部の作業との違いを実際に

見て、特に３年生は、来年度の進路について具体的に知る良い機会となりました。  
     【紙工班】     【クラフト班】     【クラフト班】      【陶芸班】 


